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１
事業の導入

及び
取組の経過

２
当初事業実施計画の
目標が未達成である

原因及び問題点

３
実績及び
改善計画

４
改善方策

５
改善計画を

実施するための
推進体制

上川

士別市有
害鳥獣被
害防止対
策協議会

R6 620,000 - 11,042,110 550,000 - 12,630,480 - 530,000 - 13,054,790 -

士別市内における有害鳥獣捕
獲対策を確立し、有害鳥獣に
よる農林業被害の防止を目的
とする。

・エゾシカの捕獲頭数は年々増
加しているが、それを上回る個
体数の増加が原因と考えられ
ており、大豆やデントコーン等
の被害が増加している。
・ヒグマの捕獲頭数も年々増加
しているが、それを上回る個体
数の増加が原因と考えられる
ほか、人里付近（農地等）に出
没することが増え、デントコー
ン等の被害が増加している。

右表のとおり

・エゾシカ、ヒグマについて引き
続き捕獲を行うとともに、猟友
会員の担い手確保・育成（狩猟
免許助成制度や一斉捕獲活動
等の継続）も行いながら、被害
軽減に努める。
　また、農業者に対しては、被
害防止の効果が高まる電気牧
柵の設置について、周知して
いく。

・協議会構成期間～農業者、
北ひびき農業協同組合、士別
市、北海道猟友会士別支部、
士別地区森林組合
・協議会関係機関～上川農業
改良普及センター士別支所、
士別市農業委員会、てしおが
わ土地改良区、北海道農業共
済組合道央上川センター
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振興局名
事業実施
主体名

上川

士別市有
害鳥獣被
害防止対
策協議会

【被害防止計画の達成状況に係る部分】※被害防止計画と整合をとること。 【施設の利用計画に係る部分】（整備事業を実施した場合に記載）

区分 指標 目標 基準年度 １年目 ２年目 ３年目 指標 目標
計画策定

時
１年目 ２年目 ３年目

改善計画
策定

１年目 ２年目 ３年目

（R6） R3 （R4） （R5） （R6） （％）
第6次計画の算定
数値（改善目標

値）
（R6） （R4） （R4） （R5） （R6） （R6） （R7） （R8） （R9）

エゾシカ 72,262 76,065 91,238 102,395 145,677 -1830.4% 11,983
利用量
（km、ha
等）

ヒグマ 38,819 40,862 44,002 42,238 46,422 -272.1% 43,778
利用率
（％）

アライグマ 16,209 17,062 13,978 6,738 6,857 1196.4%
収支差
（千円）

カラス類 883 929 6,676 2,110 134 1728.3%
収支率
（％）

キツネ 2,153 2,266 1,760 1,689 7,038 -4223.0% 3,530
累積赤字
（千円）

合計 130,326 137,184 157,654 155,170 206,128 -1005.3%

エゾシカ 248.5 261.6 272.6 303.8 419.0 -1201.5% 328.5

ヒグマ 81.1 85.4 90.5 86.7 99.0 -316.3% 91.1

アライグマ 4.1 4.3 8.8 11.2 5.0 -350.0%

カラス類 0.9 1.0 0.5 1.7 0.1 900.0%

キツネ 2.0 2.1 3.2 1.7 5.8 -3700.0% 4.3

合計 336.6 354.4 375.6 405.1 528.9 -980.3%

被害防止計画の達成状況 事業実施後の状況 改善計画
達成率 備考

対象鳥獣

被害金額
（千円）

被害面積
（ha）

被害防止計画
（被害の軽減目標）


